
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
四
百
十
四
号

輸
入
貿
易
管
理
令

内
閣
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
二
十
六
条
、
第
二
十

七
条
第
一
項
第
一
号
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
四
条
、
第
五
十
五
条
、
第
六
十
六
条
、
第
六
十
七
条
、
第
六
十
九
条

及
び
附
則
第
四
項
の
規
定
に
基
き
、
並
び
に
同
法
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
輸
入
貿
易
の
管
理
に
関
し
て
規
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
　
削
除

（
輸
入
に
関
す
る
事
項
の
公
表
）

第
三
条
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
輸
入
割
当
て
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
品
目
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
原

産
地
又
は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
、
こ
れ
を
公
表
す
る
。
た
だ
し
、
経
済

産
業
大
臣
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
事
項
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
輸
入
割
当
て
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
品
目
を
定
め
る
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
当
該
貨
物
に
つ
い
て
の
主
務
大
臣
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
輸
入
の
承
認
）

第
四
条
　
貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
手
続
に
従
い
、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
輸
入
割
当
て
を
受
け
る
こ
と
を
要
す
る
と
き
。

二
　
当
該
貨
物
の
品
目
に
つ
い
て
、
貨
物
の
原
産
地
又
は
船
積
地
域
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
原
産
地
を
原
産
地
と
す
る
貨
物
を
輸
入
し
、
又
は
そ
の
船
積
地
域
か
ら
貨
物
を
輸
入
し

よ
う
と
す
る
と
き
。

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

公
表
さ
れ
て
い
る
と
き
。

２
　
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
で
一
定
の
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
と
し
て
一
定
の
手
続
を
行
う
べ
き
旨
と
併
せ
て
当
該
手
続
を
行
つ
た
場
合
に
は
当
該
貨
物
の
輸
入
に

つ
い
て
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
輸
入
の
承
認
を
要
し
な
い
旨
を
定
め
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
手
続
を
行
つ
て
す
る
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し

な
い
。

３
　
前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
外
国
に
あ
る
者
に
外
国
で
の
加
工
を
委
託
す
る
委
託
加
工
貿
易
契
約
に
よ
る

貨
物
の
輸
出
に
つ
い
て
輸
出
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
七
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の

規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
者
が
そ
の
承
認
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て
輸
出
し
た
貨
物
を
加
工
原
材
料
と
し
て

加
工
さ
れ
た
貨
物
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
す
る
輸
入
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
五
条
　
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
輸
入
の
承
認
の
有
効
期
間
は
、
そ
の
承
認
を
し
た
日
か
ら
六
箇
月
と
す
る
。

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
期
間
と
異
な
る
有
効
期
間
を
定
め
、
又
は

輸
入
の
承
認
の
有
効
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
　
削
除

（
輸
入
割
当
て
）

第
九
条
　
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
輸
入
割
当
て
を
受
け
る
べ
き
も
の
と
し
て
公
表
さ
れ
た
品
目
の
貨
物
を
輸

入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
申
請
し
て
、
当
該
貨
物
の
輸
入
に
係
る
輸
入
割
当
て
を
受
け
た
後
で

な
け
れ
ば
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
輸
入
割
当
て

を
受
け
た
者
か
ら
輸
入
の
委
託
を
受
け
た
者
が
当
該
貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大

臣
が
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
、
又
は
経
済
産
業
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
輸
入
割
当
て
は
、
貨
物
の
数
量
に
よ
り
行
な
う
。
た
だ
し
、
貨
物
の
数
量
に
よ
り
輸
入
割

当
て
を
行
な
う
こ
と
が
困
難
で
あ
り
又
は
適
当
で
な
い
場
合
に
は
、
貨
物
の
価
額
に
よ
り
行
な
う
こ
と
が
で
き

る
。

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
輸
入
割
当
て
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
貨

物
に
つ
い
て
の
主
務
大
臣
の
同
意
を
得
て
定
め
る
限
度
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
行
な
い
、
か
つ
、
当
該
貨

物
に
つ
い
て
の
主
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
輸
入
割
当
て
に
関
す
る
手
続
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
。

第
十
条
　
削
除

（
輸
入
割
当
て
の
条
件
）

第
十
一
条
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
外
国
貿
易
及
び
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
輸
入
割
当
て
に
当
た
り
、
輸
入
の
期
間
、
貨
物
の
原
産
地
、
船
積
地
域

そ
の
他
輸
入
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
輸
入
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
条
件
を
付
さ
れ
た
者
は
、
当
該
条
件
に
従
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
　
削
除

（
特
例
）

第
十
四
条
　
第
四
条
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
我
が
国
が
締
結

し
た
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
を
誠
実
に
履
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
別
表
第
一
に
掲
げ
る
貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

二
　
別
表
第
二
上
欄
に
掲
げ
る
者
が
本
邦
へ
入
国
す
る
際
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
貨
物
を
本
人
が
携
帯
し
、
又
は

税
関
に
申
告
の
上
別
送
し
て
、
輸
入
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

三
　
貨
物
を
仮
に
陸
揚
げ
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

（
税
関
の
確
認
等
）

第
十
五
条
　
税
関
は
、
経
済
産
業
大
臣
の
指
示
に
従
い
、
通
関
に
際
し
、
貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
が
輸
入
の

承
認
を
受
け
て
い
る
こ
と
又
は
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
税
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
し
た
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
結
果

を
経
済
産
業
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
報
告
）

第
十
六
条
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
こ
の
政
令
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す

る
者
又
は
輸
入
し
た
者
か
ら
必
要
な
報
告
を
徴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
輸
入
の
事
後
審
査
）

第
十
七
条
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
よ
り
、
当
該
貨
物
の
輸
入
が
法
令
の
規
定
に
従
つ
て

い
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
十
八
条
　
次
に
掲
げ
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
は
、
税
関
長
に
委
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
の
う
ち
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
範
囲
の
貨
物
の
輸
入
に
係
る
も
の

二
　
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
の
指
示
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
同
条
第
一
項
の
期
間
と
異

な
る
輸
入
の
承
認
の
有
効
期
間
を
定
め
、
又
は
一
箇
月
以
内
に
お
い
て
輸
入
の
承
認
の
有
効
期
間
を
延
長
す
る

権
限

三
　
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
号
に
規

定
す
る
貨
物
に
係
る
輸
入
の
承
認
に
条
件
を
付
す
る
権
限

（
政
府
機
関
の
行
為
）

第
十
九
条
　
政
府
機
関
が
経
済
産
業
大
臣
の
定
め
る
貨
物
の
輸
入
を
行
う
場
合
に
は
、
こ
の
政
令
の
規
定
は
、
適
用

し
な
い
。
た
だ
し
、
経
済
産
業
大
臣
以
外
の
政
府
機
関
は
、
当
該
輸
入
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
経
済
産
業
大

臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
十
五
条
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

附
　
則
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
二
五
年
六
月
二
八
日
政
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
五
年
六
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
五
年
八
月
九
日
政
令
第
二
五
八
号
）

1



こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
五
年
一
〇
月
九
日
政
令
第
三
〇
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
五
年
一
一
月
六
日
政
令
第
三
三
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
四
月
一
九
日
政
令
第
一
一
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
六
月
三
〇
日
政
令
第
二
四
二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
九
月
二
一
日
政
令
第
三
〇
二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
一
二
月
二
二
日
政
令
第
三
八
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
政
令
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
四
月
一
一
日
政
令
第
一
〇
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
七
月
三
一
日
政
令
第
三
〇
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

４
　
こ
の
政
令
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有
す
る
改
正
前
の
外
国
為
替
銀
行
及
び
両
替
商
の
報
告
に
関
す
る
政
令
、
輸

出
貿
易
管
理
令
、
輸
入
貿
易
管
理
令
、
外
国
為
替
管
理
令
又
は
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
安
全
保
障

条
約
第
三
条
に
基
く
行
政
協
定
の
実
施
に
伴
う
外
国
為
替
管
理
令
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
政
令
に
基
く
外
国
為

替
管
理
委
員
会
規
則
若
し
く
は
総
理
府
令
、
大
蔵
省
令
、
通
商
産
業
省
令
又
は
総
理
府
令
、
通
商
産
業
省
令
は
、

こ
の
政
令
施
行
後
は
、
改
正
後
の
外
国
為
替
銀
行
及
び
両
替
商
の
報
告
に
関
す
る
政
令
、
輸
出
貿
易
管
理
令
、
輸

入
貿
易
管
理
令
、
外
国
為
替
管
理
令
又
は
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
安
全
保
障
条
約
第
三
条
に
基
く

行
政
協
定
の
実
施
に
伴
う
外
国
為
替
管
理
令
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
政
令
に
基
く
相
当
の
主
務
省
令
若
し
く
は

大
蔵
省
令
若
し
く
は
通
商
産
業
省
令
又
は
大
蔵
省
令
、
通
商
産
業
省
令
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
一
〇
月
二
四
日
政
令
第
四
四
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
一
二
月
二
六
日
政
令
第
五
〇
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
一
二
月
一
七
日
政
令
第
三
九
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
九
年
一
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
三
月
一
三
日
政
令
第
二
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
四
月
一
〇
日
政
令
第
七
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
六
月
一
日
政
令
第
一
一
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
六
月
二
二
日
政
令
第
一
五
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
一
年
一
一
月
一
四
日
政
令
第
三
四
二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
四
年
九
月
一
日
政
令
第
二
八
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
四
年
九
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
六
月
一
〇
日
政
令
第
一
五
七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
六
年
二
月
一
四
日
政
令
第
一
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
一
〇
月
一
日
政
令
第
三
九
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
三
月
三
一
日
政
令
第
八
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
六
月
三
〇
日
政
令
第
二
〇
五
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
一
二
月
二
五
日
政
令
第
三
四
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
七
月
一
日
政
令
第
二
六
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
八
月
二
八
日
政
令
第
三
二
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
一
一
月
二
四
日
政
令
第
四
〇
六
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
四
十

七
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
為
替
公
認
銀
行
に
預
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
保
証
金
（
改
正
前
の
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
債
又
は
そ
の
他
の
担
保
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の

う
ち
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
当
該
保
証
金
に
係
る
貨
物
の
輸
入
の
承
認
の
有
効
期
間
が
満
了
し
た
も
の
の
預
主

へ
の
返
還
又
は
国
庫
へ
の
帰
属
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
為
替
公
認
銀
行
に
預
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
保
証
金
の
う
ち
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
外
国
為
替
公
認
銀
行
は
、
遅
滞

な
く
、
こ
れ
を
預
主
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
七
月
一
二
日
政
令
第
一
九
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
九
月
三
〇
日
政
令
第
二
九
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
九
月
二
二
日
政
令
第
三
三
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
五
月
二
六
日
政
令
第
一
三
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

３
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
イ
ラ
ン
以
外
の
外
国
の
地
域
か
ら
の
イ
ラ
ン
を
仕
向
地
と
す
る
貨
物
の
移
動
を
伴
う
貨

物
の
売
買
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
輸
入
貿
易
管
理
令
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け

た
者
又
は
同
項
に
規
定
す
る
債
権
の
発
生
等
の
当
事
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

同
令
第
二
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
者
が
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
、
又
は

同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
債
権
の
発
生
等
の
当
事
者

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
特
定
事
業
に
つ
い
て
の
対
象
役
務
契
約
又
は
対
象
役
務
の
提
供
に
つ
き
外
国
為
替
管
理

令
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
者
又
は
輸
出
貿
易
管
理
令
若
し
く
は
輸
入
貿
易
管
理
令
の
規

定
に
よ
り
承
認
、
許
可
若
し
く
は
認
証
を
受
け
た
者
が
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
又
は
輸
出
貿
易
管
理
令
若
し

く
は
輸
入
貿
易
管
理
令
の
規
定
に
よ
る
承
認
、
許
可
若
し
く
は
認
証
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て
す
る
対
象
役
務

契
約
又
は
対
象
役
務
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
〇
月
一
一
日
政
令
第
二
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
六

十
五
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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（
輸
入
貿
易
管
理
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
輸
入
貿
易
管
理
令
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
輸
入
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十

一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
を
受
け
た
取
引
又
は
行
為
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
輸
入
令
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可
の
申
請
は
、
第

十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
許
可
の
申
請
と
み
な
し
て
、
こ
の
政
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
〇
月
一
一
日
政
令
第
二
六
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
五

年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
委
託
加
工
貿
易
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
改
正
前
の
輸
出
貿
易
管
理
令
第
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
が
そ
の
許
可
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て
す
る
貨
物
の
輸
出
又
は
輸
入
で
あ
つ

て
、
改
正
後
の
同
令
第
一
条
第
一
項
又
は
輸
入
貿
易
管
理
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
輸
入
貿
易
管
理
令
第
四
条
第
一
項
又
は
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
輸
入

の
承
認
を
受
け
た
者
が
そ
の
承
認
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て
す
る
貨
物
の
輸
入
で
あ
つ
て
、
改
正
後
の
同
令
第

四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
輸
入
貿
易
管
理
令
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た

者
は
、
改
正
後
の
同
令
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

５
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
輸
入
貿
易
管
理
令
第
十
条
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け

た
者
は
、
そ
の
者
が
同
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
輸
入
の
承
認
を
受
け
た
場
合
を
除
き
、
そ
の
許
可
を
受

け
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て
す
る
貨
物
の
輸
入
で
あ
つ
て
、
改
正
後
の
同
令
第
四
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規

定
の
適
用
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
輸
入
の
承
認
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
に
付
さ
れ
た
条
件
は
当
該
輸
入
の
承
認
に
付
さ
れ
た
条
件
と
な
る
も
の
と
し
、
当
該
輸

入
の
承
認
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
は
改
正
後
の
同
令
第
五
条
第
一
項
中
「
そ
の
承
認
を
し
た
日
」
と
あ
る
の
は

「
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
」
と
読
み
替
え
て
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
月
二
五
日
政
令
第
八
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
一
一
月
五
日
政
令
第
三
七
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
昭
和
六
十
二

年
十
一
月
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
二
月
二
八
日
政
令
第
四
二
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
八
月
二
三
日
政
令
第
二
五
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
八
年
九
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
一
二
月
二
五
日
政
令
第
三
八
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
輸
入
貿
易
管
理
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
輸
入
貿
易
管
理
令
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
外
国
為
替
公
認
銀
行
の
輸
入
の
承
認
を
受
け
た
者
が
そ
の
承
認
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
従
っ
て
す
る
貨
物
の
輸
入

で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
同
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
七
日
政
令
第
四
二
四
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
二
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
一
七
日
政
令
第
七
五
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
一
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
九
月
四
日
政
令
第
二
八
八
号
）
　
抄

こ
の
政
令
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
中
輸
出
貿
易
管
理
令
第
十
一
条
第
一
号
並
び
に
別
表
第
二
の
三
六
、
三
七
及
び
四
三
の
項
の
改
正
規
定

並
び
に
第
二
条
の
規
定
　
文
化
財
の
不
法
な
輸
入
、
輸
出
及
び
所
有
権
移
転
を
禁
止
し
及
び
防
止
す
る
手
段
に
関

す
る
条
約
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
月
三
一
日
政
令
第
二
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十

五
年
二
月
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
六
月
六
日
政
令
第
二
四
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
十
四
条
関
係
）

一
　
総
価
額
五
〇
〇
万
円
以
下
の
貨
物
（
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

二
　
無
償
の
救
じ
ゆ
つ
品

三
　
無
償
の
商
品
見
本
又
は
宣
伝
用
物
品
で
あ
つ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の

四
　
個
人
的
使
用
に
供
せ
ら
れ
、
且
つ
、
売
買
の
対
象
と
な
ら
な
い
程
度
の
量
の
貨
物

五
　
遺
骨

六
　
本
邦
と
外
国
と
の
間
を
往
来
す
る
船
舶
又
は
航
空
機
が
自
己
の
用
に
供
す
る
た
め
に
輸
入
す
る
船
用
品
又
は

航
空
機
用
品

七
　
航
空
機
の
部
分
品
並
び
に
航
空
機
の
発
着
又
は
航
行
を
安
全
に
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
機
上
装
備
用
の
機

械
及
び
器
具
並
び
に
こ
れ
ら
の
部
分
品
で
あ
つ
て
、
本
邦
と
外
国
と
の
間
の
航
空
機
の
運
行
の
事
業
を
営
む
者

が
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
無
償
で
輸
入
す
る
も
の

八
　
天
皇
及
び
内
廷
に
あ
る
皇
族
の
使
用
に
供
さ
れ
る
貨
物

九
　
本
邦
に
来
遊
す
る
外
国
の
元
首
及
び
そ
の
家
族
並
び
に
そ
の
従
者
に
属
す
る
貨
物

十
　
本
邦
に
派
遣
さ
れ
た
外
国
の
大
使
、
公
使
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
使
節
及
び
本
邦
に
あ
る
外
国
公
館
（
外
国

の
大
使
館
、
公
使
館
、
領
事
館
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
館
員
の
個
人
的
使
用

に
供
さ
れ
る
貨
物
及
び
外
国
公
館
の
使
用
に
供
さ
れ
る
貨
物

十
一
　
本
邦
に
あ
る
居
住
者
に
贈
与
さ
れ
る
勲
章
、
賞

ヽ
ヽ

は
い
、
記
章
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

十
一
の
二
　
外
国
の
公
共
的
機
関
か
ら
本
邦
の
公
共
的
機
関
に
友
好
を
目
的
と
し
て
寄
贈
さ
れ
る
貨
物

十
二
　
無
償
で
送
ら
れ
る
記
録
文
書
そ
の
他
の
書
類
（
販
売
す
る
目
的
を
も
つ
て
輸
入
す
る
も
の
を
除
く
。
）

十
三
　
図
書
館
に
対
し
無
償
で
、
又
は
国
際
的
交
換
の
目
的
物
と
し
て
送
ら
れ
る
出
版
物

十
四
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
学
校
、
博
物
館
、
物
品
陳
列
所
、
研
究
所
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
施

設
及
び
関
税
定
率
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）
第
十
七
条
に
規
定
す
る
私
立
の
施
設
に
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陳
列
す
る
標
本
及
び
参
考
品
並
び
に
こ
れ
ら
の
施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
試
験
品
で
あ
つ
て
、
無
償
で
送
ら
れ
る

も
の

十
四
の
二
　
国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
社
会
福
祉
法
人
が
輸
入
す
る
身
体
障
害
者
用
に
特
に
製
作
さ
れ
た
器
具
そ

の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
品

十
四
の
三
　
国
際
連
合
又
は
そ
の
専
門
機
関
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
教
育
用
又
は
宣
伝
用
の
貨
物

十
五
　
宗
教
法
人
若
し
く
は
礼
拝
施
設
に
対
し
無
償
で
送
ら
れ
る
式
典
用
具
及
び
礼
拝
用
具
又
は
墓
地
の
建
設
、

維
持
、
修
復
若
し
く
は
装
飾
の
た
め
に
必
要
な
貨
物
で
あ
つ
て
、
無
償
で
送
ら
れ
る
も
の
（
経
済
産
業
大
臣
が

告
示
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

十
六
　
本
邦
の
大
使
館
、
公
使
館
、
領
事
館
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
施
設
か
ら
送
還
さ
れ
る
公
用
の
貨
物

十
七
　
本
邦
か
ら
出
漁
し
た
船
舶
が
外
国
の
領
海
に
お
い
て
採
捕
し
た
水
産
動
植
物
及
び
こ
れ
を
原
材
料
と
し
て

当
該
船
舶
内
に
お
い
て
製
造
し
た
貨
物
で
あ
つ
て
、
当
該
船
舶
又
は
こ
れ
に
附
属
す
る
船
舶
に
よ
り
輸
入
さ
れ

る
も
の

十
七
の
二
　
本
邦
か
ら
輸
出
さ
れ
た
後
無
償
で
輸
入
さ
れ
る
貨
物
で
あ
つ
て
、
そ
の
輸
出
の
際
の
性
質
及
び
形
状

が
変
わ
つ
て
い
な
い
も
の

十
八
　
船
舶
又
は
航
空
機
に
よ
り
輸
出
し
た
貨
物
で
あ
つ
て
、
当
該
船
舶
又
は
航
空
機
の
事
故
の
た
め
積
み
戻
し

た
も
の

十
九
　
本
邦
に
入
国
す
る
巡
回
興
行
者
が
輸
入
す
る
興
行
用
具

十
九
の
二
　
国
際
的
な
規
模
で
開
催
さ
れ
る
運
動
競
技
会
（
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

に
参
加
す
る
た
め
に
入
国
す
る
選
手
、
選
手
団
の
役
員
そ
の
他
の
当
該
運
動
競
技
会
関
係
者
が
携
帯
し
、
又
は

別
送
し
て
輸
入
す
る
当
該
運
動
競
技
会
の
用
に
供
さ
れ
る
貨
物

二
十
　
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
が
発
行
す
る
ユ
ネ
ス
コ
ク
ー
ポ
ン
と
引
換
に
送
付
さ
れ
る
貨
物

二
十
一
　
無
償
で
輸
出
す
べ
き
も
の
と
し
て
無
償
で
輸
入
す
る
貨
物
で
あ
つ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
定
め

る
も
の

二
十
二
　
無
償
で
輸
入
す
べ
き
も
の
と
し
て
無
償
で
輸
出
し
た
貨
物
で
あ
つ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
定
め

る
も
の

別
表
第
二
（
第
十
四
条
関
係
）

一
時
的
に
入
国
す
る
者
及
び
一
時
的
に
出
国
し
て
入
国
す
る
者

一
　
携
帯
品

二
　
職
業
用
具

永
住
の
目
的
を
も
つ
て
入
国
す
る
者
（
一
時
的
に
出
国
し
て
入
国
す
る

者
を
除
く
。
）

一
　
携
帯
品

二
　
職
業
用
具

三
　
引
越
荷
物

船
舶
又
は
航
空
機
の
乗
組
員

本
人
の
私
用
に
供
す
る
と
認
め
ら
れ
る
貨
物

備考

一
　
「
携
帯
品
」
と
は
、
手
荷
物
、
衣
類
、
書
籍
、
化
粧
用
品
、
身
辺
装
飾
用
品
そ
の
他
本
人
の
私
用
に
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
且
つ
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
貨
物
を
い
う
。

二
　
「
職
業
用
具
」
と
は
、
本
人
の
職
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
且
つ
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
貨
物

を
い
う
。

三
　
「
引
越
荷
物
」
と
は
、
本
人
及
び
そ
の
家
族
が
住
居
を
設
定
し
維
持
す
る
た
め
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
且
つ
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
貨
物
を
い
う
。
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